
明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
十
二
月
、
明
治
政
府
が
全
国
に
施
行

す
べ
く
頒
布
し
た
新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
閏
刑
条
に
は
、

凡
士
族
。
罪
ヲ
犯
シ
。
本
罪
。
…
…
死
刑
二
該
ル
者
ハ
・
自

裁
二
処
ス
。
若
シ
賊
盗
。
及
上
賭
博
等
ノ
罪
ヲ
犯
シ
。
廉
恥

ヲ
破
ル
コ
ト
甚
シ
キ
者
。
…
…
徒
以
上
ハ
・
価
ホ
本
刑
ヲ
加

フ
。
罪
科
未
タ
定
ラ
サ
ル
者
ハ
・
監
槍
二
入
し
。
庶
人
ト
別

異
ス
。
卒
モ
亦
之
二
準
ス
。

（
中
略
）

自
裁

凡
自
裁
ハ
・
自
ラ
屠
腹
セ
シ
メ
。
世
襲
ノ
俸
禄
ハ
・
冊
ホ
其

子
孫
二
給
ス
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

資
料

解
題 明

治
初
年
の
「
自
裁
」
規

ｌ
明
治
法
制
史
料
断
片
（
一
）
Ｉ

則

（
１
）

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
条
の
趣
旨
は
、
士
族
（
卒
族
も
こ
れ
に
準
ず
る
）
が
、
死
刑

に
相
当
す
る
犯
罪
の
う
ち
、
「
賊
盗
。
及
上
賭
博
等
」
の
「
廉
恥

ヲ
破
ル
コ
ト
甚
シ
キ
者
」
以
外
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
正
刑

た
る
「
絞
」
、
「
斬
」
あ
る
い
は
「
果
示
」
を
科
す
る
こ
と
な
く
、

「
自
裁
」
に
処
し
、
「
自
ラ
屠
腹
セ
シ
メ
」
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
人
を
一
時
的
な
感
情
の
激
発
に
よ
る

の
で
は
な
く
あ
ら
か
じ
め
計
画
し
て
殺
害
し
た
場
合
、
そ
の
主
体

が
平
民
で
あ
れ
ば
、
人
命
律
上
・
謀
殺
条
に
よ
り
「
造
意
者
」
で

あ
る
か
「
加
功
ス
ル
者
」
で
あ
る
か
に
よ
り
「
斬
」
又
は
「
絞
」

に
処
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
体
が
士
族
で
あ
れ
ば
、
本
条
に
よ
り

閏
刑
た
る
「
自
裁
」
が
科
せ
ら
れ
、
「
自
ラ
屠
腹
」
す
な
わ
ち

「
切
腹
」
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

中
山
光
勝
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

と
こ
ろ
で
、
本
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
自
裁
」
す
な
わ
ち

「
切
腹
」
に
つ
い
て
は
、
徳
川
幕
府
法
を
中
心
に
そ
の
執
行
方
法

（
２
）

な
ど
を
紹
介
し
た
文
献
が
若
干
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
。
け
れ
ど

も
明
治
初
年
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
手
塚
豊
博

（
３
）

士
に
よ
る
簡
単
な
解
説
以
外
に
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
数
年

前
私
は
、
こ
の
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
に
関
す
る
資
料
が
、
国
立

公
文
書
館
お
よ
び
法
務
省
法
務
図
書
館
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第

百
八
十
九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（
４
）

「
四
年
四
月
・
名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
規
則
」
お
よ
び
法
務
省
法

務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・
第
百
九
十
四
号
に
収

録
さ
れ
て
い
る
「
石
川
県
伺
士
族
罪
ヲ
犯
シ
自
裁
申
付
ラ
レ
タ
ル

（
５
）

時
取
扱
方
ノ
件
」
の
二
点
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
制
度

の
内
容
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

以
下
に
各
資
料
に
簡
単
な
解
題
を
附
し
て
全
文
を
翻
刻
、
紹
介
す

る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
資
料
は
、
「
自
裁
」
の
執
行
方
法
を
問
い
合
せ
た
明
治
四

Ｉ
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十

九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二

年
四
月
七
日
付
の
弁
官
宛
の
京
都
府
伺
と
こ
れ
に
対
す
る
指
令
お

よ
び
こ
れ
に
附
さ
れ
た
別
添
の
「
囚
獄
規
則
書
」
な
る
文
書
よ
り

な
る
。
前
述
の
ご
と
く
新
律
綱
領
は
、
「
閏
刑
」
の
一
種
と
し
て

「
自
裁
」
を
採
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
執
行
方
法
に
関
す
る
細
則

を
欠
い
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
伺
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
「
囚
獄
規
則
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
答
役
ノ
内
壱
人
短
刀

ヲ
乗
セ
候
三
宝
持
出
シ
本
人
ノ
前
へ
据
へ
其
機
会
ヲ
見
テ
本
介
錯

ノ
使
部
斬
首
致
シ
」
と
あ
る
の
で
、
「
切
腹
は
介
錯
人
に
よ
る
斬

首
で
あ
っ
て
、
三
方
に
…
…
木
刀
か
、
扇
を
載
せ
て
出
し
、
受
刑

（
６
）

者
が
こ
れ
を
戴
く
と
き
に
背
後
よ
り
首
を
刎
ね
る
」
と
い
う
徳
川

幕
府
法
の
「
切
腹
」
の
執
行
方
法
と
同
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
囚
獄
規
則
書
」
は
、
文
中
に
「
当
司
使
部
」
な
る
文
言
が

み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
治
二
年
十
二
月
二
日
、
墓
思
府
の
管
轄

し
て
い
た
獄
政
事
務
を
処
理
す
る
た
め
刑
部
省
内
に
設
置
さ
れ
た

（
７
）

囚
獄
司
の
部
内
取
扱
規
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・

第
百
九
十
四
号

（
一
）
明
治
五
年
五
月
二
十
日
付
・
司
法
省
指
令
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こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠
く
が
、
文
書
の
冒
頭
に
「
壬

申
五
月
廿
七
日
付
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
が

指
令
の
日
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
指
令
に
は
、
「
現
今
東

京
府
管
轄
囚
獄
懸
リ
ノ
取
扱
二
候
条
」
な
る
「
士
族
自
尽
之
節
取

計
ノ
事
」
と
題
す
る
文
書
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述

の
囚
獄
司
が
、
明
治
四
年
八
月
十
八
日
に
廃
止
さ
純
、
そ
の
事
務

が
従
前
の
ご
と
く
東
京
府
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
前

述
の
「
囚
獄
規
則
書
」
を
も
と
に
東
京
府
に
お
い
て
新
た
に
作
成

さ
れ
た
部
内
取
扱
規
則
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
士
族
自
尽
之
節
取
計

ノ
事
」
の
最
大
の
特
色
は
、
「
小
介
錯
ノ
内
一
人
短
刀
ヲ
乗
セ
候

三
方
持
出
シ
本
人
ノ
前
二
据
本
人
三
方
ヲ
戴
キ
終
ツ
テ
肩
衣
ノ
前

へ
衣
領
ノ
左
右
ヲ
後
口
へ
脱
シ
着
衣
ヲ
押
シ
寛
ロ
ゲ
短
刀
ヲ
手
二

取
脇
肚
へ
突
立
ル
ヲ
見
テ
本
介
錯
斬
首
致
シ
」
と
み
え
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
前
に
お
い
て
は
、
短

刀
を
手
に
と
る
こ
と
す
ら
し
な
い
う
ち
に
斬
首
厄
て
い
た
も
の
を
、

短
刀
を
手
に
と
る
の
み
な
ら
ず
、
受
刑
者
み
ず
か
ら
「
脇
肚
」
に

「
突
立
ル
」
こ
と
を
見
届
け
て
か
ら
斬
首
す
る
よ
う
に
改
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
指
令
に
は
、
「
西
」
の
署
名
並

び
に
「
小
原
」
お
よ
び
判
読
不
明
の
数
個
の
各
捺
印
が
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
官
員
の
そ
れ
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
西
は
、
少
判
事
西
成
度
、
小
原
は
、
少
判

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

明
治
二
年
八
月
七
日
、
金
沢
城
内
に
お
い
て
、
金
沢
藩
士
山
辺

沖
太
郎
お
よ
び
同
井
口
義
平
が
、
同
藩
執
政
本
多
政
均
を
政
治
的

立
場
の
相
違
か
ら
暗
殺
し
た
事
件
で
、
実
行
正
犯
で
あ
る
両
名
は
、

明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
共
犯
者

で
あ
る
岡
野
悌
五
郎
等
は
「
閉
門
」
等
に
処
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
ｊ

か
つ
た
。
こ
れ
に
不
服
で
あ
っ
た
本
多
弥
一
等
の
本
多
家
旧
臣
は
、
碑

明
治
四
年
十
一
月
二
十
三
日
、
同
二
十
四
日
の
両
日
、
旧
主
の
復
く

（
Ⅲ
）

響
の
た
め
、
岡
野
等
を
襲
撃
し
、
こ
れ
を
殺
傷
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
伺
は
、
本
多
弥
一
等
の
処
分
に
関
し
て
、
石
川
県
よ
り
司
法

省
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伺
中
、
「
辛
未
二
月
元
金

沢
藩
士
族
自
裁
之
剛
」
と
あ
る
は
、
前
述
の
本
多
政
均
暗
殺
の
実

行
正
犯
と
し
て
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ
た
、
山
辺
沖
太
郎
お
よ
び

井
口
義
平
の
こ
と
を
指
し
、
ま
た
、
「
福
岡
藩
之
比
例
」
と
は
、

『
仮
刑
律
的
例
』
中
の
「
明
治
二
年
已
二
月
十
五
日
黒
田
甲
斐
守

（
皿
）

ヨ
リ
伺
来
」
に
み
え
る
。

幣
藩
田
代
勝
兵
衛
ト
申
者
昨
夏
筑
後
国
堺
関
門
へ
在
勤
仕
候

（
９
）

事
小
原
重
哉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
・
石
川
県
自
裁
之
節
取

扱
伺



こ
れ
は
、
明
治
四
年
二
月
十
四
日
、
金
沢
藩
士
山
辺
沖
太
郎
お

よ
び
井
口
義
平
の
両
名
が
、
明
治
二
年
八
月
七
日
に
同
藩
の
執
政

本
多
政
均
を
暗
殺
し
た
実
行
正
犯
と
し
て
「
自
裁
」
に
処
せ
ら
れ

た
際
、
そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、
「
自
裁
」
の
執
行
方
法
を
福
岡
藩
に

問
い
合
せ
た
と
き
、
同
藩
よ
り
得
た
資
料
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

の
福
岡
藩
に
お
け
る
「
自
裁
」
が
、
前
述
（
二
）
で
ふ
れ
た
事
件

を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ

の
資
料
に
お
い
て
も
受
刑
者
は
、
「
三
宝
二
載
セ
」
た
「
木
剣
ヲ

戴
キ
三
宝
ノ
上
ニ
ヲ
ク
」
だ
け
で
み
ず
か
ら
「
屠
腹
」
す
る
こ
と

な
く
斬
首
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
は
、

「
鳥
居
刑
部
少
亟
」
等
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

内
及
大
酒
久
留
米
領
御
井
郡
下
川
村
先
庄
屋
宗
右
衛
門
ト
申

者
ヲ
殺
害
仕
候
…
…
勝
兵
衛
義
根
元
妄
二
其
職
守
ヲ
離
他
領

二
罷
越
右
之
不
所
行
就
テ
ハ
其
場
之
始
末
未
練
ニ
テ
帯
刀
者

之
所
行
二
無
之
且
兼
々
法
禁
ヲ
犯
候
義
此
度
及
露
顕
候
義
モ

有
之
重
々
不
埒
之
至
ニ
付
割
腹
申
付
候
処
二
評
決
仕
…
…
候

儀
二
御
座
候

な
る
事
件
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書

同
じ
く
末
尾
に
「
明
治
二
己
已
年
九
月
十
七
日
福
岡
藩
於
中
邸
八

人
ノ
者
致
割
腹
候
場
所
」
と
記
さ
れ
た
図
面
が
附
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
同
日
執
行
さ
れ
た
「
自
裁
」
に
立
会
っ
た
刑
部
省
等

の
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
鳥
居
刑
部
少
丞
は
鳥
居

（
マ
マ
）

重
雄
、
岡
内
小
判
事
は
岡
内
重
俊
、
河
邨
刑
部
大
録
は
河
画
庸
雄
、

香
川
刑
部
少
録
は
香
川
景
信
、
新
海
中
解
部
は
新
海
詐
胤
、
小
柴

少
解
部
は
小
柴
直
好
、
西
田
逮
部
長
は
西
田
忠
之
、
中
村
逮
部
助

長
は
中
村
正
郷
、
杉
村
逮
部
助
長
は
杉
村
景
之
、
吉
岡
大
巡
察
は

（
吃
）

吉
岡
弘
毅
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
（
二
）
に
添
附
さ
れ
た
も
の
で
、
前
述
の
明
治
四
年

二
月
十
四
日
の
山
辺
、
井
口
両
名
の
「
自
裁
」
の
折
、
受
刑
者
の

た
め
に
用
意
し
た
物
品
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
参
考
資
料
と
し

て
司
法
省
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
新
律
綱
嶺
の
条
文
の
引
用
は
、
官
版
に
よ
り
、
傍
註
す
な
わ

ち
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
ち
な
み
に
、
勺
口
巳
国
呂
叩
ｇ
ｇ

ｏ
露
呂
震
弓
四
国
甸
○
同
旨
少
自
Ｏ
ｚ
ｏ
旬
日
国
固
固
諺
両
巴
頃

（
四
）
明
治
五
年
四
月
二
十
四
日
・
石
川
県
自
裁
人
入
用

品
伺
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言
自
白
５
国
○
戸
Ｆ
○
國
口
固
切
雪
忌
日
ゞ
ロ
圏
ｌ
ｐ
震

は
、
本
条
の
当
該
部
分
を
次
の
ご
と
く
訳
し
て
い
る
。

［
諺
寡
言
毎
騨
］
可
き
の
シ
匡
愚
』
旨
『
望
勺
匡
昌
、
言
ど
の
己
、

諺
ロ
］
ｇ
の
国
号
の
『
ｇ
芸
の
切
言
側
。
蚕
瞳
（
の
、
日
匡
吋
曾
‐
、
の
ｇ
‐

●

『
望
。
旨
の
巴
看
ず
ｏ
ｏ
ｏ
ｇ
ｇ
］
扇
、
。
◎
電
の
。
。
の
ぎ
『
急
言
。
彦

一
彦
の
で
『
一
コ
。
』
で
ｍ
』
ロ
ロ
。
』
ｍ
雪
冒
〕
の
ロ
ー
』
の
師
。
・
・
・
・
・
・
・
．
『
Ｏ
『
画
。

Ｏ
『
｛
の
。
○
の
二
『
ず
』
○
ゴ
ー
コ
ぐ
○
』
く
の
⑳
↑
ゴ
の
ユ
の
、
言
ゴ
ロ
の
口
勉
濤
］
つ
ぎ
の
の

ぎ
画
匡
一
コ
、
《
の
、
己
丘
の
○
『
堅
の
『
の
Ｑ
－
Ｏ
ｏ
ｏ
ご
曰
旨
】
鴬
の
匡
芦
○
一
回
の
。

冒
吾
の
ｏ
ｍ
ｍ
の
Ｏ
『
切
匡
。
彦
◎
電
①
。
。
の
の
、
い
言
の
察
『
ｏ
ケ
ケ
の
司
学

餌
画
Ｈ
ロ
ケ
匡
口
晒
争
、
。
ｑ
○
一
ゴ
の
『
巴
門
口
竺
画
『
。
『
貝
口
の
の
舅
「
ず
』
○
ず

く
目
０
－
ｍ
《
の
〕
。
一
面
の
①
〆
一
『
の
口
浄
の
○
口
の
、
、
の
。
ｍ
の
。
『
』
。
《
の
函
司
号
曽

垂

餌
．
。
、
ゴ
、
封
。
即
・
・
・
。
：
：
。
蔑
蒔
壷
の
ロ
匡
国
』
切
言
Ｈ
画
の
。
《
】
ロ
ぐ
。
置
く
の
、

ロ
の
。
ｍ
一
切
の
『
ぐ
罵
匡
Ｑ
の
○
『
、
毒
の
ゆ
く
』
の
門
口
己
の
、
助
匡
『
ゆ
壷
毒
の
Ｏ
電
Ｉ

●

の
．
Ｑ
の
『
の
壷
四
屋
切
匡
｛
『
の
『
旨
ゴ
ロ
Ｏ
の
】
ご
Ｏ
己
Ｏ
『
一
ヶ
の
で
『
一
コ
。
』
で
ｐ
一

壱
厘
コ
乱
ゆ
き
。
】
の
。
－
ｍ
の
ｍ
ｐ
ｏ
壷
．
ご
き
き
津
の
口
三
ご
伍
障
宮
口
、
露
口
、
一
一
‐

Ｈ
ゴ
ロ
』
の
『
己
の
。
一
画
豆
○
コ
○
『
ず
一
ｍ
で
匡
口
』
印
す
Ｈ
己
の
。
《
．
Ｏ
電
の
。
Ｑ
の
吋
の

Ｏ
『
一
ヶ
の
切
琴
畳
鼬
◎
討
厘
。
》
ｐ
ｍ
ｍ
ｍ
可
、
一
一
す
の
ロ
』
、
。
①
ｑ
』
．
一
○
一
琴
の

○
口
２
０
匹
電
○
『
一
彦
の
毒
０
厘
⑩
の
○
『
Ｑ
の
芯
。
津
Ｏ
Ｐ
号
写
こ
の
詩
の
①
画
悼
．
耐

壷
宜
の
国
〕
の
①
己
画
『
⑳
蔚
守
Ｏ
『
ご
号
の
ｏ
ｏ
Ｈ
ヨ
肖
己
０
コ
の
『
の
。
弓
三
助
○
匡
‐

の
《
Ｏ
堅
望
司
扇
、
切
匡
『
の
、
。
ｍ
］
』
、
厨
０
ケ
の
画
己
ロ
露
の
Ｑ
一
○
ｍ
Ｏ
｝
竺
宇

の
『
の
。
・
・
・
。
・
・
：
・

画
ざ
○
吋
ご
口
巨
］
の
Ｏ
『
望
⑩
匡
邑
○
目
旦
の
》
恥

シ
で
の
厨
○
．
馬
具
の
国
８
ｑ
３
ｇ
の
で
匡
冒
ぢ
ぎ
目
の
昌
具

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

・
８
目
冒
涜
ｏ
ｑ
２
目
号
ゞ
呂
巴
］
９
用
日
ｇ
這
堅
言
冒
？

の
惠
．
困
尉
Ｏ
電
、
胃
旨
四
冒
君
の
扇
亭
冬
筐
冒
冨
『
目
ご
ａ

計
○
一
ロ
ゴ
の
局
騨
ゴ
ー
の
Ｏ
『
津
○
一
ｍ
皇
．
ゴ
の
『
の
ｑ
碁
画
村
営
印
豆
で
の
。
《
。

（
２
）
例
え
ば
、
『
古
事
類
苑
』
法
律
部
二
（
明
治
三
十
五
年
）
一

六
七
’
一
九
○
頁
、
刑
務
協
会
編
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』

上
（
昭
和
十
八
年
）
七
四
九
’
七
六
二
頁
、
平
松
義
郎
『
近

世
刑
事
訴
訟
法
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
五
年
）
一
○
○
六
頁
、

石
井
良
助
『
江
戸
の
刑
嗣
』
中
公
新
書
瓢
（
昭
和
三
十
九
年
）

四
二
’
四
四
頁
、
佐
久
間
長
敬
『
江
戸
町
奉
行
事
蹟
問
答
』

（
昭
和
四
十
二
年
）
二
○
八
’
二
○
九
頁
、
石
井
良
助
編
『
江

戸
町
方
の
制
度
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
三
八
’
四
○
頁
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
、
中
井
勲
『
切
腹
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
二

七
六
’
二
九
七
頁
に
は
、
徳
川
時
代
の
「
切
腹
」
の
方
法
を

記
し
た
『
切
腹
介
錯
之
次
第
』
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
上
野
治
子
『
切
腹
』
（
昭
和
五
十
九
年
）
は
、
徳
川
時

代
の
「
切
腹
」
に
取
材
し
た
小
説
で
あ
る
。

（
３
）
手
塚
豊
「
自
裁
」
『
国
史
大
辞
典
』
第
六
巻
（
昭
和
六
十
年
）

七
三
七
頁
。

（
４
）
「
四
年
四
月
・
名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
現
則
」
国
立
公
文
書

館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十
九
巻
・
刑
律
・
刑

律
第
一
・
二
十
二
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
、
平
松
義
郎
博
士

が
、
「
切
腹
」
に
関
す
る
文
献
と
し
て
、
夙
に
そ
の
存
在
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
松
・
前
掲
『
近
世
刑
事
訴
訟
法
の
研
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

究
』
一
○
○
七
頁
・
註
（
１
）
）
「
諸
府
伺
四
・
第
舟
号
京

都
府
伺
」
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
平
成
五
年

十
月
二
十
日
現
在
、
法
務
省
法
務
図
書
館
は
、
改
築
中
で
あ

り
、
当
該
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
確
認
は
後
日
の
調
査
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。
ち
な

み
に
、
司
法
省
調
査
課
編
『
和
漢
図
書
目
録
』
昭
和
十
一
年

末
現
在
（
昭
和
十
二
年
）
二
一
七
九
’
二
一
八
三
頁
に
よ
れ

ば
、
『
諸
府
伺
』
四
・
自
明
治
四
年
至
同
五
年
は
、
第
一
五

七
号
乃
至
第
二
三
六
号
の
資
料
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
平
松
博
士
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
第
州
号
」
は
、

『
諸
府
伺
』
一
・
明
治
四
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
和

漢
図
書
目
録
』
二
一
七
○
頁
）
・
ま
た
、
そ
の
件
名
は
、

「
京
都
府
伺
謹
慎
禁
姻
中
死
去
ス
ル
時
其
罪
ヲ
免
シ
方
其
外
六

ヶ
条
伺
ノ
件
」
で
あ
る
。

（
５
）
「
石
川
県
伺
士
族
罪
ヲ
犯
シ
自
裁
申
付
ラ
レ
タ
ル
時
取
扱
方

ノ
件
」
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵
『
諸
県
伺
』
八
・
明
治
五
年
・

第
百
九
十
四
号
。
な
お
、
こ
の
資
料
も
、
平
松
博
士
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平
松
・
前
掲
書
。
一
○

○
七
頁
・
註
（
１
）
）
が
、
前
述
の
『
太
政
類
典
』
収
録
の

資
料
と
同
じ
く
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
こ
こ
に
、
二
点
の
資
料
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。

（
６
）
平
松
・
前
掲
書
。
一
○
○
七
頁
。

（
７
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
現
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
刑
部

省
（
明
治
二
十
三
年
）
一
七
頁
。

（
８
）
前
掲
『
法
現
分
類
大
全
』
官
職
門
・
官
制
・
司
法
省
・
七
五

頁
。

（
９
）
『
明
治
五
年
二
月
・
袖
珍
官
員
録
』
一
二
八
葉
表
。

（
⑩
）
こ
の
事
件
、
と
く
に
後
者
は
、
「
明
治
の
忠
臣
蔵
」
と
し
て

著
名
で
あ
り
、
こ
れ
を
伝
え
る
文
献
も
多
い
。
例
え
ば
、
戸

水
信
義
談
「
本
多
政
均
暗
殺
顛
末
」
『
史
談
会
速
記
録
』
第

五
十
五
輯
（
明
治
三
十
年
）
五
三
’
五
七
頁
、
同
「
本
多
政

均
暗
殺
顛
末
」
『
史
談
会
速
記
録
」
第
五
十
六
輯
（
明
治
三

十
年
）
四
九
’
七
三
頁
、
同
「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
」

『
史
談
会
速
記
録
』
第
二
六
四
輯
（
大
正
四
年
）
三
七
’
四
六

頁
、
同
「
本
多
家
殉
難
十
七
士
略
伝
（
続
キ
）
」
『
史
談
会

速
記
録
』
第
二
六
五
輯
（
大
正
四
年
）
一
’
一
二
頁
、
『
石

川
県
史
』
第
二
編
（
昭
和
三
年
）
一
三
三
八
’
一
三
七
○
頁
、

千
葉
亀
雄
『
新
版
日
本
仇
討
』
（
昭
和
六
年
）
一
六
四
’
一

七
三
頁
、
『
石
川
県
史
』
第
四
編
（
昭
和
六
年
）
一
○
六
六

’
一
○
九
七
頁
、
尾
佐
竹
猛
『
法
窓
秘
聞
』
（
昭
和
十
二
年
）

二
四
七
’
二
五
五
頁
、
前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
藩

末
篇
下
巻
（
昭
和
三
十
三
年
）
一
○
九
二
’
一
三
三
○
頁
、

川
良
雄
編
著
『
石
川
県
警
察
史
』
上
巻
（
昭
和
四
十
九
年
）

五
○
九
’
五
一
二
頁
な
ど
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
先
業
の
う
ち
、
『
石
川
県
史
』
第
二
編
、
同
第
四
編
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前
註

（
１
）
漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て
現
代
一
般
に
使

が
引
用
資
料
も
豊
富
で
あ
り
、
も
っ
と
も
と
と
の
っ
た
研
究

で
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
こ
に
は
、
事
件
関
係
者
に
対
す
る

刑
事
処
分
を
最
終
的
に
決
定
し
た
司
法
省
の
資
料
が
全
く
利

用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
該
事
件
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に

つ
い
て
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
私
は
数
年
前
、
こ
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
資
料
に
接

す
る
機
会
を
え
た
。
そ
れ
は
、
該
事
件
の
関
係
者
に
対
す
る

処
分
を
め
ぐ
っ
て
石
川
県
と
司
法
省
と
の
間
に
取
り
交
わ
さ

れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
文
書
は
、
法
務
省
法
務
図
書
館
蔵

『
諸
県
口
書
』
明
治
五
年
。
五
・
人
命
・
第
七
十
号
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
石
川
県
伺
同
県
士
族
本
多
弥
一
外
十
四
名
故
主

ノ
復
讐
ト
シ
同
岡
野
悌
五
郎
外
二
名
ヲ
殺
害
シ
石
黒
圭
三
郎

ヲ
可
討
果
手
配
ヲ
為
シ
タ
ル
件
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
の

内
容
は
、
明
治
五
年
四
月
（
日
欠
）
、
石
川
県
が
司
法
省
に

提
出
し
た
駝
川
邊
譲
認
諭
鮫
御
仕
湿
同
書
」

お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
同
年
八
月
十
五
日
付
の
司
法
省
指
令

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
文
書
に
は
、
被
疑
者
が
石
川
県
に

提
出
し
た
「
口
書
」
す
な
わ
ち
自
白
調
瞥
が
添
付
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て

も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

（
２
）
（
）
内
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

（
一
）
（
明
治
五
年
八
月
十
五
日
付
・
司
法
杢
星
猩
巴

人
命
律
謀
殺
条

故
主
ノ
讐
ヲ
復
ン
ト
欲
シ

人
ヲ
謀
殺
ス
ル
者伺
之
通
本
多
彌
一

自
裁

矢
野
策
平

者同
伺 従
自之 テ
通 加
裁 功

ス

ノレ

藤芝湯廣浅舟西吉鏑冨

江木口田井喜村見木田

松喜藤嘉弘鉄 亥勝
三 九三五 三喜
郎内郎郎郎外熊郎知総
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團
口
幽
岡
口
口
圀
圃
圖
同
国

（
○
Ａ
）

閏
閏
團
團

同
従
テ
行
ハ
サ
ル

者
伺
之
通
禁
鋼
三
年

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

同
従
テ
加
功
セ
サ

ル
者伺
之
通禁
鋼
十
年
清
水
金
三
郎

各
積
年
ノ
宿
意
ナ
レ
ハ
誰
レ
原
謀
タ
ル
ヲ
分
チ
難
キ
｜
一

似
タ
リ
ト
錐
モ
当
時
弥
一
策
平
首
立
云
々
ト
ァ
ル
ヲ
以

テ
首
ト
ナ
シ
テ
論
ス

（
二
）
（
明
治
五
年
四
月
日
欠
・
石
川
県
処
刑
伺
）

鳩上

田田

伴一
十二
郎三

石
川
県
士
族
本
多
彌
一
外
六
人
同
卒
吉
見
亥
三
郎
外
七
人
吟

味
仕
候
処
左
之
通

陥
川
県
禁
諺
誰
州
鮫
御
仕
置
同
書石
川
県

辛
未
十
一
月
廿
三
日
監
倉
入

同 同 辛
未
十
一
月
廿
三
日
監
倉
入

同
士
族

石
川
県
士
族

本
多
彌
一

申
二
十
七
歳

同

富
田
総

申
二
十
二
歳

同

鏑
木
勝
喜
知

申
三
十
二
歳

石
川
県
卒
吉
見
亥
三
郎

亥
三
郎

申
二
十
二
歳
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同 同 同 同 同 同 同
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

同 同
同 同

卒
同同

清
水
金
三
郎

申
二
十
五
歳

廣
田
嘉
三
郎

申
二
十
四
歳

湯
口
藤
九
郎

申
三
十
一
歳

浅
井
弘
五
郎

申
二
十
五
歳

（
マ
マ
）

舟
木
鉄
外

申
三
十
二
歳

矢
野
策
平

申
四
十
六
歳

西
村
熊

申
二
十
四
歳

石
川
県
卒

辛
未
十
二
月
十
七
日
監
倉
入
芝
木
喜
内

申
三
十
歳

同

同
藤
江
松
三
郎
申
二
十
八
歳

１

壬
申
正
月
五
日
監
倉
入
上
田
一
二
三

申
四
十
歳

１

同
嶋
田
伴
十
郎
申
三
十
四
歳

右
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九

郎
喜
内
松
三
郎
儀
別
冊
口
書
之
通
不
屈
二
付
自
裁
可
申
付
哉

右
金
三
郎
儀
別
冊
口
書
之
通
不
服
二
付
禁
姻
十
年
可
申
付
哉

右
一
二
三
伴
十
郎
儀
別
冊
口
諜
之
旭
不
届
二
付
禁
鋼
三
年
可

申
付
哉

一
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿
三
日
金
沢
高

岡
町
於
途
中
元
金
沢
県
少
属
岡
野
悌
五
郎
ヲ
打
果
候

一
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿

三
日
元
金
沢
県
士
族
菅
野
輔
吉
も
抓
押
込
輔
吉
ヲ
及
刺
殺
候
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石
川
県
士
族
本
多
彌
一
外
三
人

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

一
金
三
郎
儀
前
条
策
平
等
二
従
上
同
行
候
得
共
輔
吉
方
門
内

二
罷
在
遂
二
加
功
不
致
候

一
喜
内
松
三
郎
儀
去
辛
未
十
一
月
廿
四
日
江
州
長
浜
駅
二
於

テ
元
金
沢
県
少
属
多
賀
賢
三
郎
ヲ
及
刺
殺
候

二
二
三
伴
十
郎
儀
前
条
彌
一
策
平
等
二
致
同
意
当
県
士
族

石
黒
圭
三
郎
ヲ
可
討
果
心
組
ニ
テ
去
辛
未
十
一
月
十
八
日
発

足
東
京
江
罷
越
候
得
共
終
二
不
遂
志
願
同
十
二
月
十
六
日
捕

縛
二
就
候

右
之
通
御
座
候
御
仕
置
之
儀
別
帳
口
書
四
冊
井
相
届
候
趣
意

害
四
冊
相
添
此
段
奉
伺
候
以
上

明
治
五
年
壬
申
四
月

（
三
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
本
多
弥
一
外
三
人

口
供
書
）

石
川
県
士
族

本
多
彌
一

申
二
十
七
歳

石

川

口
書

県

同

富
田
総

申
二
十
二
歳

同

鏑
木
勝
喜
知

申
三
十
二
歳

同
卒

吉
見
亥
三
郎

申
二
十
二
歳
口
書

私
共
義
元
金
沢
県
少
属
士
族
岡
野
悌
五
郎
ヲ
及
殺
害
候
仕
抹

御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
井

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
岡
野
少
属
井
士
族

多
賀
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此

等
ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
戴
者
卜
一
途
二
存

込
岡
野
少
属
等
打
果
珊
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ

テ
士
族
矢
野
策
平
西
村
熊
舟
喜
鉄
外
浅
井
弘
五
郎
卒
清

水
金
三
郎
廣
田
喜
三
郎
湯
口
藤
九
郎
芝
木
喜
内
藤
江
松

三
郎
上
田
一
二
三
嶋
田
伴
十
郎
井
私
共
四
人
都
合
十
五
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人
申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕
私
共
四
人
去
未
十

一
月
廿
三
日
夕
セ
ツ
時
頃
金
沢
高
岡
町
途
中
二
於
テ
岡

野
少
属
ヲ
待
受
ヶ
彌
一
ヨ
リ
名
乗
懸
ヶ
双
方
抜
合
候
処

（
マ
マ
）

総
勝
喜
知
亥
三
郎
抜
連
各
切
付
終
二
打
果
候
其
節
弥
一

義
右
腕
深
手
負
頭
上
井
左
腕
浅
手
負
候
勝
喜
知
義
右
足

浅
手
負
申
候
何
レ
モ
積
年
之
遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所

置
方
可
奉
願
心
得
二
付
復
響
之
趣
意
書
別
紙
持
参
出
庁

御
届
申
上
候
次
第
二
御
座
候
且
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
金

三
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
此
等
七
人
菅
野
輔
吉
方
へ
押
入
可

打
果
松
三
郎
喜
内
此
等
両
人
多
賀
少
属
京
都
筋
へ
罷
越

候
由
ニ
付
同
月
十
八
日
出
立
見
懸
次
第
可
打
果
一
二
三

伴
十
郎
此
等
両
人
石
黒
圭
三
郎
塞
思
二
罷
在
候
由
二
付

同
十
八
日
出
立
見
掛
次
第
可
打
果
手
配
二
御
座
侯
岡
山

茂
義
ハ
居
所
相
知
不
申
其
上
同
志
之
者
人
少
ニ
テ
不
行

届
二
付
乍
遺
憾
不
得
打
果
候
段
申
上
候
処

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
卜
重
々
御
糾
被
成
候

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
且
親
類
卜

錐
モ
相
洩
不
申
候
段
申
上
候
処

元
来
岡
野
少
属
多
賀
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
義
二
付
致
二
夫
々
軽
重
之
御
所
置
モ
有
之
殊
二
輔

吉
義
禁
鋼
御
答
中
之
義
承
知
乍
罷
在
笹
之
挙
動
先
以

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

石
川
県
士
族
矢
野
策
平
外
六
人

官
辺
ヲ
奉
軽
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
義
ハ
右
事
件
二
付
卿
関
係
之

次
第
無
之
甚
粗
暴
之
至
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
ク
粗
忽
之
及
所
業
候
義

ニ
テ
夫
々
御
察
当
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
倖
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
義
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
本
多
彌
一

富
田
総

鏑
木
勝
喜
知

吉
見
亥
三
郎

石
川
県
庁（

四
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
矢
野
策
平
外
六
人

口
供
書
）

口
書
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

石
川
県
士
族

矢
野
策
平

申
四
十
六
歳

同

西
村
熊

申
二
十
四
歳

同

舟
喜
鉄
外

申
三
十
二
歳

同

浅
井
弘
五
郎

申
二
十
五
歳

同
卒
清
水
金
三
郎

申
二
十
五
歳

同

廣
田
嘉
三
郎

申
二
十
四
歳

同

湯
口
藤
九
郎

申
三
十
一
歳

口
書

私
共
義
当
県
士
族
菅
野
輔
吉
方
へ
押
込
同
人
ヲ
及
殺
害
候
仕

抹
御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
井

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
輔
吉
井
士
族
多
賀

少
属
岡
野
少
属
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ

党
与
之
者
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
戴
者
ト
ー
途
二
存
込
輔
吉

等
打
果
珊
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ
テ
士
族
本
多

彌
一
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
卒
吉
見
亥
三
郎
藤
江
松
三
郎

芝
木
喜
内
上
田
一
二
三
鳩
田
伴
十
郎
井
私
共
七
人
都
合

十
五
人
申
談
策
平
彌
一
首
立
夫
々
手
配
仕
私
共
七
人
去

未
十
一
月
廿
三
日
タ
セ
ッ
時
頃
輔
吉
宅
へ
押
込
金
三
郎

之
外
六
人
共
抜
刀
ニ
テ
踏
込
故
従
五
位
復
讐
之
旨
申
入

候
虎
輔
吉
義
心
得
候
ト
相
答
速
二
熊
へ
組
附
熊
ヲ
押
倒

候
処
策
平
熊
鉄
外
弘
五
郎
嘉
三
郎
藤
九
郎
各
突
込
終
二

及
刺
殺
候
金
三
郎
義
ハ
門
内
二
扣
罷
在
若
輔
吉
逃
出
候

ハ
掻
仕
留
候
約
諾
二
付
手
懸
不
申
義
二
候
何
茂
積
年
之

遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所
置
方
可
奉
願
心
得
二
付
復
讐

之
趣
意
書
別
紙
持
参
出
應
御
届
申
上
候
次
第
二
御
座
候

且
彌
一
総
勝
喜
知
亥
三
郎
此
等
四
人
岡
野
少
属
ヲ
可
打
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果
松
三
郎
喜
内
此
等
両
人
多
賀
少
属
京
都
筋
へ
罷
越
候

由
ニ
付
同
月
十
八
日
出
立
見
掛
次
弟
可
打
果
一
二
三
伴

十
郎
此
等
両
人
石
黒
圭
三
郎
東
京
二
罷
在
候
由
二
付
同

十
八
日
出
立
見
掛
次
弟
可
打
果
手
配
二
御
座
候
岡
山
茂

義
ハ
居
所
相
知
不
申
其
上
同
志
之
者
人
少
ニ
テ
不
行
届

二
付
乍
遺
憾
不
得
打
果
候
段
申
上
候
処

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
卜
重
々
御
糾
被
成
候

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
且
親
類
ト

雛
モ
少
モ
相
洩
不
申
候
段
申
上
候
処

元
來
菅
野
輔
吉
多
賀
少
属
岡
野
少
属
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
義
二
付
既
二
夫
々
輕
重
之
御
所
置
モ
有
之
殊
二
輔

吉
義
禁
鋼
御
呰
中
之
義
承
知
乍
罷
在
掴
之
挙
動
先
以

官
辺
ヲ
奉
輕
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
義
ハ
右
事
件
二
付
珈
関
係
之

次
弟
無
之
甚
粗
暴
之
至
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
粗
忽
之
及
所
業
候
義
ニ

テ
夫
々
御
察
當
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
惇
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
義
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

一

石
川
県
卒
芝
木
喜
内
藤
江
松
三
郎

石
川
県
庁

壬
申
三
月

（
五
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
芝
木
喜
内
藤
江
松

三
郎
口
供
書
）

石
川
県
卒
芝
木
喜
内

申
三
十
歳

同

藤
江
松
三
郎

申
二
十
八
歳
口
書

矢
野
西
村
舟
喜
浅
井
清
水
廣
田
湯
口

口
書

藤嘉金弘鉄 策
九三三五
郎郎郎郎外熊平
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明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

私
共
儀
元
金
沢
県
少
属
士
族
多
賀
賢
三
郎
ヲ
及
殺
害
候
仕
抹

御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
並

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
多
賀
少
属
岡
野
少

属
士
族
菅
野
輔
吉
岡
山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等

ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ
倶
二
天
ヲ
難
載
者
ト
ー
途
二
存
込

多
賀
少
属
等
打
果
シ
馴
旧
主
之
霊
魂
ヲ
慰
度
志
願
ニ
テ

士
族
本
多
彌
一
矢
野
策
平
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
西
村
熊

舟
喜
鉄
外
淺
井
弘
五
郎
卒
吉
見
亥
三
郎
清
水
金
三
郎
廣

田
嘉
三
郎
湯
口
藤
九
郎
上
田
一
二
三
嶋
田
伴
十
郎
井
私

共
両
人
都
合
十
五
人
申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕

多
賀
少
属
ハ
西
京
筋
へ
罷
越
候
由
二
付
私
共
両
人
同
人

之
跡
ヲ
慕
上
去
未
十
一
月
十
八
日
夕
此
表
発
足
同
廿
四

日
朝
江
州
早
見
駅
ニ
テ
追
付
候
二
付
間
道
ヨ
リ
先
キ
江

越
へ
於
長
浜
駅
相
待
居
候
処
多
賀
少
属
井
同
行
之
者
三

人
何
茂
駕
龍
二
乗
罷
越
候
二
付
私
共
多
賀
少
属
之
駕
龍

江
立
寄
旧
主
本
多
従
五
位
之
復
讐
被
心
得
ト
名
乗
懸
左

右
ヨ
リ
及
刺
殺
候
処
右
同
行
之
者
何
レ
モ
立
向
士
族
草

薙
艮
平
梅
原
可
也
沼
田
采
江
ト
名
乗
可
及
刃
傷
体
二
付

私
共
積
年
之
遂
宿
意
候
上
ハ
速
二
御
所
置
方
可
奉
願
心

得
ニ
テ
慰
勉
二
及
挨
拶
兼
テ
認
置
候
復
智
之
趣
意
書
指

出
候
処
右
仕
抹
艮
平
等
ヨ
リ
元
彦
根
県
庁
江
及
御
届
候

由
ニ
テ
同
廿
五
日
検
使
御
指
向
二
相
成
私
共
儀
ハ
於
同

騨
人
縮
被
申
付
相
慎
罷
在
候
処
当
県
御
役
人
御
指
向
同
（
マ
マ
〉

十
二
月
七
日
私
共
御
引
受
被
成
同
十
七
日
帰
県
仕
候
旦

岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ
彌
一
策
平
等

可
打
果
手
配
二
御
坐
候
段
申
上
候
処

前
段
之
通
多
賀
少
属
不
意
ヲ
窺
へ
及
刺
殺
候
体
ニ
テ
ハ
全
同

人
ヲ
及
暗
殺
可
逃
去
心
中
之
処
右
艮
平
等
二
被
遮
不
得
止
自

首
可
致
心
得
之
旨
二
申
成
候
義
ニ
テ
可
有
之
卜
御
糾
被
成
候

右
打
果
候
仕
抹
ハ
甚
拙
キ
致
方
ニ
モ
相
当
り
何
共
御
察

当
之
趣
ハ
奉
恐
縮
候
得
共
何
分
同
行
数
人
有
之
儀
二
付

如
何
ニ
モ
シ
テ
遂
宿
意
度
処
ヨ
リ
同
行
人
二
被
支
候
テ

難
成
加
之
不
図
意
趣
モ
無
之
人
々
江
対
シ
可
及
刃
傷
ヲ

厭
上
不
得
止
不
意
二
仕
懸
候
義
ニ
テ
可
逃
去
心
組
ハ
毛

頭
無
御
坐
候

右
之
外
同
志
申
談
候
者
等
可
有
之
哉
ト
重
々
御
糾
被
成
候

（
マ
マ
）

前
段
申
上
候
人
員
之
外
同
志
之
者
無
御
座
候
旦
親
類
ト

錐
少
モ
相
洩
不
申
段
申
上
候
処

元
来
多
賀
少
属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎

等
関
係
之
儀
二
付
已
二
夫
々
輕
重
之
御
所
置
有
之
殊
二
輔
吉
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石
川
県
卒
上
田
一
二
三
鴫
田
伴
十
郎

儀
ハ
禁
鋼
御
舎
中
之
儀
承
知
乍
罷
在
檀
之
挙
動
先
以

官
辺
ヲ
奉
軽
蔑
剰
石
黒
圭
三
郎
儀
ハ
右
事
件
二
付
馴
関
係
之

次
第
無
之
甚
粗
暴
之
至
り
重
々
不
届
至
極
ト
御
察
当
被
成
候

私
共
実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
ク
粗
忽
之
及
所
業
候
儀

一
一
テ
夫
々
御
察
当
之
上
ハ
不
図
モ

朝
憲
二
倖
リ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候
処

是
迄
之
通
御
詮
議
中
監
倉
江
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉
得

其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
芝
木
喜
内

藤
江
松
三
郎

石
川
県
庁

石
川
県
卒
上
田
一
二
三

申
四
十
歳

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
六
）
（
明
治
五
年
三
月
日
欠
・
上
田
一
二
三
鳩
田

伴
十
郎
口
供
書
）

口
書

同

嶋
田
伴
十
郎

申
三
十
四
歳
口
書

私
共
儀
当
県
士
族
石
黒
圭
三
郎
ヲ
可
討
果
心
組
ニ
テ
東
京
江

罷
候
仕
抹
御
吟
味
被
成
候

私
共
元
主
人
元
金
沢
藩
執
政
士
族
本
多
従
五
位
明
治
二

年
八
月
七
日
同
藩
士
族
山
邊
沖
右
衛
門
嫡
子
沖
太
郎
並

井
口
義
平
両
人
ニ
テ
及
殺
害
候
事
件
元
金
沢
県
少
属
士

族
多
賀
賢
三
郎
同
少
属
岡
野
悌
五
郎
士
族
菅
野
輔
吉
岡

山
久
平
嫡
子
茂
石
黒
圭
三
郎
此
等
ハ
党
与
之
者
共
ニ
テ

倶
二
天
ヲ
難
載
者
ト
ー
途
二
存
込
多
賀
少
属
等
討
果
シ

珈
旧
主
ノ
霊
魂
ヲ
慰
メ
度
志
願
ニ
テ
士
族
本
多
彌
一
矢

野
策
平
冨
田
総
鏑
木
勝
喜
知
西
村
熊
舟
喜
鉄
外
淺
井
弘

五
郎
卒
吉
見
亥
三
郎
清
水
金
三
郎
廣
田
嘉
三
郎
湯
口
藤

九
郎
芝
木
喜
内
藤
江
松
三
郎
井
私
共
両
人
都
合
十
五
人

申
談
彌
一
策
平
首
立
夫
々
手
配
仕
石
黒
圭
三
郎
東
京
二

罷
在
候
由
二
付
私
共
両
人
同
所
江
可
差
向
義
二
彌
一
策

平
及
指
図
其
節
改
テ
申
聞
候
ハ
此
元
ニ
テ
差
急
候
間
五

六
日
中
二
事
可
発
モ
難
計
左
候
得
ハ
必
定
追
手
可
掛
其

時
ハ
速
二
捕
縛
二
可
就
成
限
遂
探
索
討
果
可
申
候
何
分

(169)



明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

天
二
任
候
心
得
ニ
テ
至
急
発
足
可
致
ト
ノ
指
図
二
付
去

未
十
一
月
十
八
日
金
沢
出
立
同
十
二
月
朔
日
東
古
笹
著

弁
慶
橋
田
所
町
木
屋
傳
四
郎
方
止
宿
奉
公
稼
二
罷
越
候

趣
二
申
成
翌
二
日
ヨ
リ
心
当
之
ヶ
所
探
索
仕
候
得
共
相

知
不
申
其
内
金
沢
出
生
加
賀
屋
勇
吉
ト
申
者
二
途
中
二

於
テ
出
逢
候
二
付
右
奉
公
稼
二
罷
越
候
趣
二
相
咄
シ
候

処
勇
吉
方
二
致
止
宿
聞
合
候
得
ハ
何
歎
都
合
モ
可
宣
旨

申
聞
候
二
付
則
同
六
日
頃
ヨ
リ
彼
方
へ
私
共
両
人
罷
越

日
々
探
索
罷
在
候
得
共
様
子
相
知
不
申
可
然
手
掛
無
之

然
内
於
金
沢
本
多
彌
一
等
之
挙
動
追
々
風
説
有
之
最
早

追
手
相
掛
可
申
ハ
必
定
二
付
最
初
出
立
之
血
聯
）
一
策
平

両
人
天
二
可
任
ト
ノ
一
言
モ
有
之
事
故
被
召
捕
候
ヨ
リ

ハ
致
自
首
御
国
典
二
従
上
候
方
可
然
卜
両
人
申
合
同
十

六
日
勇
吉
江
申
入
候
ハ
今
二
可
然
奉
公
ロ
モ
無
之
二
付

一
先
帰
国
可
致
就
テ
ハ
離
盃
相
催
度
候
間
同
道
可
致
旨

申
入
三
人
同
行
昌
平
橋
辺
料
理
店
二
於
テ
ー
盃
催
居
候

処
当
県
捕
吏
高
嶌
謙
次
郎
等
罷
越
私
共
両
人
御
不
審
之

趣
有
之
候
間
速
二
捕
縛
二
就
可
ク
旨
申
聞
候
二
付
兼
テ

覚
悟
之
義
申
分
二
従
上
捕
縛
二
就
申
候
処
其
後
所
持
罷

在
候
趣
意
書
御
取
揚
御
尋
二
付
右
ハ
若
打
死
致
候
節
趣

意
可
申
述
者
無
之
二
付
所
持
罷
在
候
段
申
上
候
処
不
日

金
沢
江
御
送
二
相
成
当
正
月
五
日
帰
県
仕
候
旦
多
賀
少

属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉
此
等
ハ
彌
一
策
平
等
可
討
果
手

配
二
御
坐
候
段
申
上
候
処

右
様
申
上
候
得
共
最
早
召
捕
方
之
手
配
厳
重
相
成
可
逃
去
手

段
無
之
二
付
前
段
為
体
二
仕
成
今
更
取
繕
上
候
義
ニ
テ
可
有

（
マ
マ
）

之
旦
又
右
之
外
同
志
申
談
候
者
可
有
之
哉
ト
重
々
御
糾
被
成

候

前
条
申
上
候
通
圭
三
郎
在
ヶ
所
モ
不
相
知
其
上
旧
主
ヲ

及
殺
害
候
山
邊
沖
太
郎
等
関
係
之
義
二
承
り
候
得
共
委

細
之
情
実
碇
ト
承
知
モ
不
仕
故
今
度
東
京
へ
発
足
之
瑚

夫
等
之
辺
得
ト
彌
一
策
平
等
江
尋
問
致
度
実
ハ
心
中
二

候
得
共
初
発
心
底
打
明
シ
候
瑚
旧
主
之
為
二
候
得
ハ
何

時
ニ
テ
モ
拠
身
命
可
申
ト
申
述
候
一
言
モ
有
之
此
期
二

至
り
憶
心
ヲ
生
シ
彼
是
ト
申
立
候
体
ニ
モ
可
相
当
哉
左

候
テ
ハ
甚
口
惜
キ
次
弟
ト
存
付
心
底
二
不
染
義
ト
ハ
思

ヒ
ナ
カ
ラ
出
立
仕
候
義
二
御
坐
候
将
又
前
段
申
上
候
人

（
マ
マ
）

員
ノ
外
同
志
之
者
無
御
坐
候
旦
親
類
ト
錐
少
シ
モ
洩
シ

不
申
段
申
上
候
処
元
来
多
賀
少
属
岡
野
少
属
菅
野
輔
吉

岡
山
茂
等
山
邊
沖
太
郎
等
夫
々
軽
重
之
御
所
置
モ
有
之

剰
石
黒
圭
三
郎
ハ
右
事
件
二
付
珈
関
係
之
次
弟
無
之
処

初
発
心
底
打
明
シ
候
義
二
拘
泥
条
理
之
穿
鑿
ニ
モ
不
及
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へ

1 後
営

一
旦
タ
リ
ト
モ
可
打
果
所
存
二
相
成
候
ハ
先
以

官
辺
奉
軽
蔑
粗
暴
之
至
リ
不
届
ト
御
察
当
被
成
候
私
共

実
二
私
情
難
止
処
ヨ
リ
全
粗
忽
ノ
企
二
加
リ
候
処
夫
々

御
察
当
之
上
ハ
今
更
何
共
無
申
訳
奉
恐
縮
候
段
申
上
候

処
是
迄
之
通
御
詮
議
中
監
倉
へ
被
入
置
候
旨
御
申
渡
奉

得
其
意
候

右
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上

壬
申
三
月
上
田
一
二
三

嶋
田
伴
十
郎

石
川
県
庁

註
こ
こ
に
み
え
る
捺
印
は
、
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省

官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
縣
は
少
判
事
縣
信
輯
、

小
畑
は
少
判
事
小
畑
美
稲
、
橋
口
は
権
中
検
事
橋
口
兼
三
、

石
井
は
権
少
判
事
石
井
忠
恭
、
青
木
は
中
判
事
青
木
信
寅
、

公
張
は
権
大
検
事
滴
岡
公
張
、
北
畠
は
権
少
判
事
北
畠
治
房
、

松
本
は
権
大
判
事
松
本
暢
、
江
藤
は
卿
江
藤
新
平
、
渡
邊
は

権
大
検
事
渡
辺
顔
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
『
明
治
六
年
一
月
・

袖
珍
官
員
録
』
一
八
一
葉
・
表
、
一
八
五
葉
・
表
、
同
・
要
、

一
八
六
葉
・
表
、
一
九
六
葉
・
裏
、
一
九
七
葉
・
表
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
ｕ
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
現
分
類
大
全
』
刑
法
門
二
・
刑
律
一

（
明
治
二
十
三
年
）
一
○
六
頁
。
な
お
、
同
書
・
一
○
九
頁
に

も
同
一
の
記
事
が
み
え
る
。

（
翅
）
『
明
治
二
年
十
二
月
・
職
員
録
』
五
○
葉
・
衷
、
五
一
葉
・

表
、
五
三
葉
・
表
、
同
・
裏
、
五
四
葉
・
表
、
同
・
裏
、
七

九
葉
・
裏
。
な
お
、
新
海
に
つ
い
て
は
、
こ
の
職
員
録
で
は

「
大
解
部
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
昇
進
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
小
野
少
巡
察
に
つ
い
て
は
、
こ
の
職
員
録
に
該

当
者
は
い
な
い
が
、
『
明
治
三
年
六
月
・
職
員
録
』
九
六
葉
・

輿
に
み
え
る
小
野
実
正
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

(IFI)



四
年
四
月

名
例
律
中
質
疑
及
自
裁
規
則

京
都
府
伺
弁
禰
宛

（
中
略
）

一
自
裁
ノ
取
扱
方
旧
来
其
法
種
々
有
之
候
由
府
藩
県
区
々
相

成
候
テ
ハ
不
可
然
ト
奉
存
候
間
一
般
ノ
御
規
則
相
心
得
置
度

候
事
別
紙
ノ
通
（
中
略
）

囚
獄
規
則
書

前
註
（
１
）

（
２
）

へ

3
ー

（
１
）
（
国
立
公
文
書
館
『
太
政
類
典
』
第
一
編
・
第
百
八
十

九
巻
・
刑
律
・
刑
律
第
一
・
二
十
二
）

ゴ
ヂ
の
部
分
は
、
朱
字
を
示
す
。

漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て
現
代
一
般
に
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
等
に
つ
い

て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
た
。

（
）
の
中
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

自
尽
ノ
者
取
計
ノ
事

右
何
レ
ノ
掛
ニ
テ
モ
自
尽
ノ
者
有
之
節
ハ
其
以
前
掛
り
井
月
日

刻
限
人
数
等
本
省
ヨ
リ
御
達
有
之
候
得
共
其
御
達
二
基
キ
本
人

衣
服
其
外
入
用
ノ
品
々
左
之
通
手
当
井
夫
々
手
筈
等
申
付
置
在

獄
ノ
者
ハ
当
日
其
掛
へ
呼
上
出
ノ
上
於
役
所
申
渡
済
其
掛
官
員

ニ
テ
途
中
謹
衛
イ
タ
シ
当
司
使
部
壱
人
人
足
差
配
ト
シ
テ
附
添

司
へ
連
戻
り
候
ヘ
ハ
表
門
内
ニ
テ
受
取
直
二
刑
場
脇
へ
相
廻
シ

縛
縄
ヲ
解
キ
兼
テ
設
ノ
礼
服
二
為
着
替
小
介
錯
ノ
使
部
弐
人
附

添
其
場
所
へ
引
連
尤
場
所
ハ
凡
九
尺
四
方
程
二
砂
敷
平
均
へ
琉

球
無
縁
畳
弐
畳
敷
中
央
二
本
人
著
坐
為
致
答
役
ノ
内
壱
人
短
刀

ヲ
乗
セ
候
三
宝
持
出
シ
本
人
ノ
前
へ
据
へ
其
機
会
ヲ
見
テ
本
介

錯
ノ
使
部
斬
首
致
シ
検
査
見
届
ヶ
畢
テ
右
屍
ノ
上
へ
青
縁
産
ヲ

懸
ヶ
取
片
付
置
其
掛
ヨ
リ
親
族
等
へ
引
渡
可
申
旨
達
シ
有
之
引

取
人
相
廻
り
次
第
受
書
取
之
引
渡
遣
シ
候
事

但
右
断
刑
之
節
場
所
ハ
勿
論
口
々
厳
重
相
固
候
事

入
用
ノ
品
壱
人
分

一
水
浅
黄
無
紋
麻
上
下
壱
具

一
同
断
時
服
壱
枚

一
木
綿
白
糯
伴
同

一
短
刀
壱
振
緬
靴
畑
乖
唖
認
訓
準
極
一

一
白
木
三
宝
壱
ッ
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（
一
）
（
明
治
五
年
五
月
二
十
日
付
・
司
法
省
指
令
）

士
族
自
尽
之
節
取
計
ノ
事

右
自
尽
之
者
有
之
節
ハ
其
四
五
日
以
前
行
刑
日
限
人
数
挙
司
法
省

ヨ
リ
御
達
有
之
候
得
ハ
其
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達
二
基
キ
本
人
衣
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入
用
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々

左
ノ
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手
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井
夫
々
手
筈
挙
申
付
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獄
之
者
ハ
死
刑
囚
人
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途
中
護
送
致
シ
刑
場
ノ
傍
へ
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廻
シ
縛
縄
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兼
テ
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添
刑
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刀
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刀
ヲ
手
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突
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ヲ
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テ
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（
Ⅱ
）
（
法
務
省
法
務
図
書
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八
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明
治
五

年
・
第
百
九
十
四
号
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〃
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敷
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共
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縁
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砂
ノ
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央
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之
候
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〃

明
治
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の
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則
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懸
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扱
二
候
条
先
シ
此
ノ
規
則
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］
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検
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テ
右
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士
族
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ヲ
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シ
自
裁
被

仰
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候
節
取
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向
之
儀
既
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辛
未
二
月
元
金
沢
藩
士
族
自
裁
之
翻

囚
獄
司
江
相
伺
候
処
未
御
規
則
無
之
福
岡
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承
合
候
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御
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ニ
付
同
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打
合
則
別
紙
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沢
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候
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追
々
御
規
則
モ
相
立
候
二
付
今
後

之
取
扱
方

一
刑
場
設
方
井
順
席
之
事

一
自
裁
人
入
用
品
之
事

仙
勿
鐘
消
閲
二
御
座
候
叔
辛
米
二
月
宮
劉
を
以
柵
弁
候
紬
訳
桝
別
級
韮
上
申
候

一
出
勤
役
々
之
事

右
之
廉
々
奉
伺
候
尤
此
頃
自
裁
伺
中
之
訳
モ
御
座
候
間
至
急
御
差

自
裁
之
節
取
扱
伺
件
々

圖
圖
圖
圖
圖

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

（
二
）
（
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
・
石
川
県
自
裁

之
節
取
扱
伺
）

石

川

県

割
腹
場
別
二
小
屋
ヲ
設
ヶ
屋
根
笹
板
ニ
テ
葺
キ
廻
リ
ハ
ニ
枚
合
ノ

葭
賛
ニ
テ
園
四
本
柱
二
間
四
方
畳
ヲ
敷
キ
其
上
へ
白
布
二
端
風
呂

敷
ノ
如
ク
縫
合
セ
テ
敷
キ
其
上
へ
割
腹
人
ヲ
着
座
サ
セ
後
ロ
ー
白

張
六
枚
哲
屏
風
ヲ
輻
萄
リ
綱
涛
諭
淵
鮨
蝿
諺
鋤
需
鶏
郷
錘

屏
風
白
布
等
一
人
毎
二
別
二
股
ク
ヘ
シ

木
剣
ヲ
紙
二
包
ミ
三
宝
二
載
セ
小
介
錯
ノ
者
持
チ
出
シ
割
腹
人
ノ

前
二
置
割
腹
人
右
木
剣
ヲ
戴
キ
三
宝
ノ
上
ニ
ヲ
ク
夫
ヨ
リ
肩
衣
ヲ

ハ
ッ
シ
カ
ケ
小
介
錯
ノ
者
三
宝
片
付
直
二
介
錯
ス
畢
ツ
テ
絹
ヲ
カ

ヶ
屏
風
引
廻
シ
逮
部
助
長
首
実
検
卜
声
カ
ヶ
ル
其
時
小
介
錯
ノ
者

図
可
被
下
候
以
上

壬
申四
月
廿
五
日

司
法
省御
中

元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書

（
三
）
（
元
福
岡
藩
自
裁
間
合
書
）

石
石
川
県

川

県

(I7w)



口
Ｙ敏年ｷ･いや

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

圧、瓢k

此
場
所
高
サ
三
尺
程
人
土

ヨ
シ
ズ

ハ
ズ
〃

莚
カ
コ
イ
ロ

内
ヨ
シ
ズ

折
廻
シ
三
方
後
ハ
メ

外
竹
ヤ
ラ
イ

口
昌
４

口
碆
阜

一

埜
蝿
・
・
餅
観
罵

外
竹
ヤ
ラ
イ

回 回
内
ヨ
シ
ズ硝

自
］
マ
ク

｛
ロ
マ
ク

此
間
七
間
程
表

シロ

胆
留
到
副
峰
漉
杲
ｒ
Ｙ
Ｖ

瓶
中
郷
挫
囲
豊
日
斗
十
目
呼
右
日
且
一
望
鮒

奉凰八111供電蕊迄鱒

圧、為汰

薫年ｷｰ'いや

(I75)

所役御



吉
岡
大
巡
察
小
野
少
巡
察
巡
察
属
両
人

（
四
）
（
明
治
五
年
四
月
二
十
四
日
・
石
川
県
自
裁

人
入
用
品
伺
）

明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
（
中
山
）

右
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セ
右
ノ
方
ヨ
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持
出
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検
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ノ
方
ヨ
リ
右
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ノ
内
へ
納
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介
錯
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介
錯
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屏
風
ノ
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へ
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向
へ

首
尾
ノ
礼
ヲ
ノ
ヘ
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日
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（
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）
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居
刑
部
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刑
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録
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解
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柴
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検
西
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部
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介
錨
嶋
心
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災
検
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餓
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介
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抽
手
逮
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付
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双
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付
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ツ
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六
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四
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枚
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具
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刀
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縁
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付
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敷
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右
辛
未
二
月
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裁
之
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入
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品
々
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人
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〆
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口
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廿
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